
前年
度比2.4％

UP

文化交流都市 笠間 ～未来への挑戦～
令和６年度予算を審査しました

一般会計合計 340億6,000万円
（令和５年度　332億7,000万円）

重要事務事業２０２４

　
今
期
定
例
会
に
、
一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
、
令
和
６
年

度
予
算
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
予
算
の
主
な
使
い
道
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

7分野の主な事業

第１章　都市基盤 第２章　生活環境 第３章　健康・福祉

第５章　教育・文化 第６章　地域づくり 第７章　自治体運営

第４章　産業

令和６年度重要事務事業では
•笠間まるごと『子育て都市』
宣言プロジェクトStage2
•地域の稼ぐ力強化プロジェクト
•女性・若者活躍促進プロジェ
クトを重点プロジェクトとして
全部で48事業あります。全て
の事業をご覧になりたい場合
は、市ホームページにアクセス
してください。

予
算
特
別
委
員
会

　
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、令
和
６
年
度
予
算
の
審
査
し
ま
し
た
。審
査
の

過
程
で
の
主
な
質
疑
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問 

職
員
の
自
己
啓
発
に
対
す

る
補
助
の
実
施
予
定
は
。

答 

自
己
啓
発
休
業
制
度
を
利
用

し
た
職
員
が
１
年
間
大
学
に

就
学
し
資
格
取
得
を
目
指

す
。こ
の
期
間
が
無
給
と
な
っ

て
し
ま
う
た
め
学
費
の
２
分

の
１
を
補
助
。

問 

病
児
保
育
の
患
者
数
は
ど

の
く
ら
い
か
。ま
た
、コ
ロ
ナ

禍
と
比
較
し
て
増
加
し
て
い

る
か
。

答 

令
和
６
年
２
月
末
現
在
で

累
計
１
３
３
名
の
患
者
を
預

か
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
か

ら
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
し

て
い
る
。

問 

令
和
６
年
度
に
追
加
す
る
拠

点
避
難
所
は
。ま
た
、プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
テ
ン
ト
や
給
水
タ
ン

ク
な
ど
の
資
機
材
は
全
地
区

に
配
置
さ
れ
る
の
か
。

答 

友
部
二
中
と
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
を
追
加
し
、笠
間
地

区
３
か
所
、友
部
地
区
３
か

所
、岩
間
地
区
２
か
所
の
計

８
か
所
と
な
る
。プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
テ
ン
ト
や
組
み
立
て

式
給
水
タ
ン
ク
も
順
次
誠

整
備
し
て
い
く
予
定
。

問 

外
国
人
介
護
人
材
の
受
入

に
対
す
る
支
援
の
概
要
は
。

答 

市
単
独
で
外
国
人
労
働
者

を
探
す
こ
と
は
困
難
な
た

め
、国
指
定
の
機
関
を
経
由

し
て
事
業
所
単
位
で
人
材

を
探
し
、受
け
入
れ
た
事
業

者
に
対
し
補
助
金
を
交
付

と
い
う
形
で
支
援
す
る
。

問 

「
創
業
支
援
補
助
金
」と「
女

性
創
業
支
援
事
業
補
助
金
」

の
違
い
は
。

答 

「
創
業
支
援
補
助
金
」は
小

売
業
・
飲
食
・
生
活
関
連

サ
ー
ビ
ス
業
で
年
間
の
営
業

日
数
が
２
０
０
日
以
上
。

「
女
性
創
業
支
援
事
業
補
助

金
」は
笠
間
市
に
住
民
票
の

あ
る
女
性
を
対
象
と
し
、業

種
は
幅
広
く
、営
業
日
数
も

年
間
１
５
０
日
以
上
と
緩

和
し
て
い
る
。両
事
業
と
も

１
日
あ
た
り
の
営
業
時
間

は
３
時
間
以
上
、事
業
が
３

年
以
上
継
続
が
見
込
ま
れ

る
と
い
う
条
件
は
共
通
。

問 

橋
梁
点
検
に
基
づ
く
維
持

補
修
整
備
工
事
の
現
状
は
。

高
速
道
路
に
架
か
る
橋
も

対
象
と
な
る
の
か
。

答 

橋
梁
は
道
路
法
で
５
年
ご
と

の
定
期
点
検
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、市
で
は
令
和
６
年
度
か

ら
５
年
間
の
ス
パ
ン
で
全
橋

梁
を
点
検
し
て
い
く
。幹
線
道

路
を
中
心
に
行
っ
て
い
く
が
、

狭
あ
い
の
橋
、小
さ
な
橋
も
含

め
て
全
て
点
検
を
実
施
す
る
。

高
速
道
路
に
架
か
る
橋
も
対

象
で
、ネ
ク
ス
コ
東
日
本
と
協

議
の
上
、進
め
て
い
る
。

問 

市
内
の
水
道
の
配
水
管
の

耐
用
年
数
と
状
況
は
。

答 

配
水
管
の
法
定
耐
用
年
数

は
40
年
と
な
っ
て
お
り
、

市
内
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

配
水
管
の
う
ち
、
40
年
を

経
過
し
て
い
る
も
の
は
約

１
２
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。

計
画
を
立

て
て
順
次

更
新
を
進

め
て
い
る
。

職
員
の
自
己
啓
発
に
対
す
る

補
助
制
度（
秘
書
課
所
管
）

市
内
で
の
創
業
に
対
す
る
支

援
制
度(

商
工
課
所
管)

橋
梁
の
点
検
と
修
繕
工
事
の

現
状（
管
理
課
所
管
）

水
道
配
水
管
の
耐
用
年
数

（
水
道
課
所
管
）

病
児
保
育
の
受
け
入
れ
状
況

（
市
立
病
院
所
管
）

拠
点
避
難
所
の
追
加
と
物
資

の
充
実(

危
機
管
理
課
所
管)

外
国
人
介
護
人
材
の
受
入
支

援
は
。（
高
齢
福
祉
課
所
管
）

■幹線・生活道路の整備
985,628千円

■交流拠点機能の強化
368,885千円

■地域災害対応・防災
　力の強靭化

69,317千円
■資源循環型地域づく
　りの促進

469,415千円

■切れ目のない包括的
　支援体制の構築

352,899千円
■幼児保育・教育環境
　の構築

2,040,498千円

■笠間っ子学力・運動
能力の向上

148,951千円
■教育基盤の充実

518,174千円

■ダイバーシティ都市
　づくりの推進

19,967千円

■既存ストックの適正
　管理と利活用の推進

10,924千円
■公民連携推進・行政
　経営人材の育成

10,187千円

■農業生産環境・担い
　手確保の強化

41,132千円
■水田の畑地転換・整
　備促進による農業基
　盤の強化

203,144千円

令和６年度予算の審査

かさま市議会だより　No.73　2024.５.16かさま市議会だより　No.73　2024.５.16

予算特別委員会の審査の経過

自
己
啓
発
を
推
進
し
、よ
り

一
層
の
職
員
の
資
質
向
上
を

図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

意 見

開
始
時
期
な
ど
、年
度
単
位
で

な
く
流
動
的
に
受
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意 見

　３月６日～８日の３日間にわたり執行部
との活発な質疑応答が交わされ、最終
日に討論、採決を行い、すべての会計を
原案のとおり可決すべきものとしました。
　定例会最終日（３月１５日）の本会議
で、田村泰之委員長が審査結果を報告
し、採決の結果、

委　員　長：田村　泰之
副委員長：鈴木　宏治
委　　員：長谷川愛子・坂本奈央子
　　　　　内桶　克之・田村　幸子
　　　　　石井　　栄・畑岡　洋二
　　　　　石松　俊雄

令和６年度の全ての予算は

【予算特別委員会　委員】

しました。

特別会計・企業会計の令和 6 年度会計別予算の状況　　（千円）
会　計　名 予算額 会　計　名 予算額

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 7,553,000
特
別
会
計

病院事業会計 1,094,216
後期高齢者医療特別会計 1,214,000 水道事業会計 3,392,023
介護保険特別会計 7,881,000 工業用水道事業会計 29,579

介護サービス事業特別会計 21,000
下水道事業特別会計 4,147,119

一般会計も含めた予算合計 59,391,937
【参考】令和 5 年度当初予算合計　60,013,909
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予
算
特
別
委
員
会

　
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、令
和
６
年
度
予
算
の
審
査
し
ま
し
た
。審
査
の

過
程
で
の
主
な
質
疑
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問 

職
員
の
自
己
啓
発
に
対
す

る
補
助
の
実
施
予
定
は
。

答 

自
己
啓
発
休
業
制
度
を
利
用

し
た
職
員
が
１
年
間
大
学
に

就
学
し
資
格
取
得
を
目
指

す
。こ
の
期
間
が
無
給
と
な
っ

て
し
ま
う
た
め
学
費
の
２
分

の
１
を
補
助
。

問 

病
児
保
育
の
患
者
数
は
ど

の
く
ら
い
か
。ま
た
、コ
ロ
ナ

禍
と
比
較
し
て
増
加
し
て
い

る
か
。

答 

令
和
６
年
２
月
末
現
在
で

累
計
１
３
３
名
の
患
者
を
預

か
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
か

ら
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
し

て
い
る
。

問 

令
和
６
年
度
に
追
加
す
る
拠

点
避
難
所
は
。ま
た
、プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
テ
ン
ト
や
給
水
タ
ン

ク
な
ど
の
資
機
材
は
全
地
区

に
配
置
さ
れ
る
の
か
。

答 
友
部
二
中
と
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
を
追
加
し
、笠
間
地

区
３
か
所
、友
部
地
区
３
か

所
、岩
間
地
区
２
か
所
の
計

８
か
所
と
な
る
。プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
テ
ン
ト
や
組
み
立
て

式
給
水
タ
ン
ク
も
順
次
誠

整
備
し
て
い
く
予
定
。

問 

外
国
人
介
護
人
材
の
受
入

に
対
す
る
支
援
の
概
要
は
。

答 

市
単
独
で
外
国
人
労
働
者

を
探
す
こ
と
は
困
難
な
た

め
、国
指
定
の
機
関
を
経
由

し
て
事
業
所
単
位
で
人
材

を
探
し
、受
け
入
れ
た
事
業

者
に
対
し
補
助
金
を
交
付

と
い
う
形
で
支
援
す
る
。

問 

「
創
業
支
援
補
助
金
」と「
女

性
創
業
支
援
事
業
補
助
金
」

の
違
い
は
。

答 

「
創
業
支
援
補
助
金
」は
小

売
業
・
飲
食
・
生
活
関
連

サ
ー
ビ
ス
業
で
年
間
の
営
業

日
数
が
２
０
０
日
以
上
。

「
女
性
創
業
支
援
事
業
補
助

金
」は
笠
間
市
に
住
民
票
の

あ
る
女
性
を
対
象
と
し
、業

種
は
幅
広
く
、営
業
日
数
も

年
間
１
５
０
日
以
上
と
緩

和
し
て
い
る
。両
事
業
と
も

１
日
あ
た
り
の
営
業
時
間

は
３
時
間
以
上
、事
業
が
３

年
以
上
継
続
が
見
込
ま
れ

る
と
い
う
条
件
は
共
通
。

問 

橋
梁
点
検
に
基
づ
く
維
持

補
修
整
備
工
事
の
現
状
は
。

高
速
道
路
に
架
か
る
橋
も

対
象
と
な
る
の
か
。

答 

橋
梁
は
道
路
法
で
５
年
ご
と

の
定
期
点
検
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、市
で
は
令
和
６
年
度
か

ら
５
年
間
の
ス
パ
ン
で
全
橋

梁
を
点
検
し
て
い
く
。幹
線
道

路
を
中
心
に
行
っ
て
い
く
が
、

狭
あ
い
の
橋
、小
さ
な
橋
も
含

め
て
全
て
点
検
を
実
施
す
る
。

高
速
道
路
に
架
か
る
橋
も
対

象
で
、ネ
ク
ス
コ
東
日
本
と
協

議
の
上
、進
め
て
い
る
。

問 

市
内
の
水
道
の
配
水
管
の

耐
用
年
数
と
状
況
は
。

答 

配
水
管
の
法
定
耐
用
年
数

は
40
年
と
な
っ
て
お
り
、

市
内
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

配
水
管
の
う
ち
、
40
年
を

経
過
し
て
い
る
も
の
は
約

１
２
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。

計
画
を
立

て
て
順
次

更
新
を
進

め
て
い
る
。
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の
自
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啓
発
に
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課
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管
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市
内
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業
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支

援
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商
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点
検
と
修
繕
工
事
の

現
状（
管
理
課
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水
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配
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耐
用
年
数
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水
道
課
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病
児
保
育
の
受
け
入
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状
況

（
市
立
病
院
所
管
）

拠
点
避
難
所
の
追
加
と
物
資

の
充
実(

危
機
管
理
課
所
管)

外
国
人
介
護
人
材
の
受
入
支

援
は
。（
高
齢
福
祉
課
所
管
）
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　定例会最終日（３月１５日）の本会議
で、田村泰之委員長が審査結果を報告
し、採決の結果、

委　員　長：田村　泰之
副委員長：鈴木　宏治
委　　員：長谷川愛子・坂本奈央子
　　　　　内桶　克之・田村　幸子
　　　　　石井　　栄・畑岡　洋二
　　　　　石松　俊雄

令和６年度の全ての予算は

【予算特別委員会　委員】

しました。
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